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スタッフ
部　長：和所　泰史　   　副部長：笠井　義明
監　督：萩原　輝久　　   コーチ：児玉　康平
コーチ：五十嵐一朗

目　　標
◯学業とクラブの両立、野球を通して人間形成を図る。
◯全国大会出場、勝利をあげる。

活動実績
◯令和4年度　東海地区大学野球静岡県秋季リーグ戦 優勝
◯令和5年度　東海地区大学野球静岡県秋季リーグ戦 準優勝
　ベストナイン（投手部門）6勝0敗
　見目 大弥 投手（経営学部2年　掛川東高校出身）
　本塁打王　3本 　川淵 琉希也 外野手（経営学部2年　常葉大菊川高校出身）

近況情報のチェック　
最近のスケジュールや試合結果など確認することができます。
右のQRコードより是非ご確認下さい。

川淵 琉希也 外野手見目 大弥 投手

12月9日㈯に、磐田市民文化会館かたりあにて「静岡産業大学
ダンスの夕べ～ダンスダンスダンス～」が開催されました。 この企
画は、「静岡産業大学の新たな魅力を発信したい！」という思いから
スポーツ科学部学部長の髙橋和子教授が発起人となり、地域に向
けたダンス文化の発信と人材育成、若者の郷土愛の醸成などを目
的としています。
出演団体は静岡産業大学（ダンス部、授業作品、教員）、静岡学
園応援指導部、静岡県立磐田西高等学校ダンス部、静岡県立浜松
東高等学校ダンス部、浜松学生連鰻陀羅（静岡大学・静岡産業大
学・静岡文化芸術大学合同サークル）、常葉大学、関西大学、静岡
県西遠女子学園ダンス部、横浜国立大学で、団体・個人合わせて
総勢180名が出演いたしました。 
また、公演は創作ダンスやストリートダンス、チアダンス、社交ダ
ンスなど、ダンスジャンルの垣根を超えた演目が集まりました。 ２
時間にわたる公演となりましたが、各団体大きな舞台で熱の入った
ダンスと、それを彩る美しい照明でご来場いただいたお客様から
もご好評をいただきました。フィナーレでは出演者・来場者全員で
踊り、参加者みなが笑顔で会を終えることができました。 今後も静
岡産業大学を拠点としたダンス文化の発信に力を入れていく予定
です。



スポーツ科学部開設後初となる学術大会を開催！

2023年10月28日、29日に静岡産業大学磐田キャンパスにおいて、第36回日本トレーニング科学
会大会を開催しました。2021年4月にスポーツ科学部が誕生してから、初の学術集会開催となります。
主催は日本トレーニング科学会であり、本学が共催として開催協力をしました。大会のテーマを「市民か
らトップアスリートにまで届くトレーニング科学」とし、全国から200名を超える研究者、学生、スポーツ
指導者等が参加しました。二日間のプログラムの中で、特別講演、基調講演、シンポジウム、ランチョンセ
ミナー、一般研究発表等が行われました。
一般研究発表には97の演題が集まり、過去大会と比較しても特に多い演題数でした。一般研究発表
の半分以上は学生による発表で、会場のあちこちで熱心な議論が繰り広げられました。若手による研究
発表の中から、特に優れた発表演題として、大賞（1演題）と奨励賞（4演題）が選ばれました。これらは、
今後学術雑誌等で発表され、トレーニング科学の発展に大きく寄与することが期待されています。
学会最後のプログラムとして実施したシンポジウムは、静岡産業大学スポーツ科学部スポーツ医科学
研究センター・スポーツ教育研究センターとの共催で開催しました。「アスリートをささえる多角的サポー
ト」というテーマで、トップスポーツの現場で活躍される講師の先生方4名をお招きして実施しました。一
般公開型として実施し、学会参加者だけではなく、本学の学生や地元スポーツ関係者等の参加もありま
した。特にアスリートサポートにおける専門家間の連携について、ご経験や課題を語ってもらいました。
総合討議では、専門スタッフの連携を円滑にするためにどのようなことができるのか、という点に関する
議論をしたり、連携がうまくいった経験などを語ってもらったりすることで、参加者が自身の活動に活かせ
るような話題を盛り込むことができました。
運営スタッフの中核は本学の学生が担当しました。受付や誘導業務に加えて、一般研究発表の見学も
行いました。発表者に質問をして議論する学生もいて、大きな刺激と学びを受けることができました。こ
のような学術大会の開催を担うことは、研究教育機関である大学が果たすべき役割の一つです。学術の
発展に貢献することは勿論、学生への研究教育効果も大きく期待されることから、引き続き、静岡産業大
学は積極的にその役割を担っていきます。

シン・スポーツフェスティバル2023 inいわた第36回日本トレーニング科学会大会

八木 桃葉　イベントの役割：広報
（スポーツ科学部3年生）

第36回日本トレーニング科学会大会　会頭
静岡産業大学　スポーツ科学部　准教授 江間 諒一

　2023年11月26日に「新しいスポーツ」や「ニュースポーツ」などを体験することができるイベント、
シン・スポーツフェスティバルが静岡産業大学で開催されました。このイベントは、東アジア文化都市の
事業として磐田市・磐田商工会議所・静岡産業大学の「産官学連携」で実施したものです。
　「今まで体験したことのない」スポーツを来場者の皆様に体験してもらうことを目的に開催し、当日は
「359人」の来場者をお迎えすることができました。
　また、イベント運営は静岡産業大学の学生が務めました。学生からは「一つのスポーツイベントに多く
の準備が必要であることを学ぶことができた」「地域の方々と関わることができた」などの感想がありま
した。実際に「広報」を担当した学生のコメントを下記に掲載します。

シン・スポーツフェスティバルを通じて、初めて
SNSの運用を主導に行いました。種目のルールや魅
力を分かりやすく伝えるために短い文章にまとめる
ことは大変でした。しかし、その投稿を見た人から反
応を貰えたことにやりがいを感じました。当日は、自
分が伝えたいと思った瞬間を写真で撮って発信する
事が楽しかったです。

シン・スポーツフェスティバル実行委員長
静岡産業大学　スポーツ科学部　講師 清宮 孝文

シンポジウムの様子 研究発表の様子

実際に発信した内容
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